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田井　海翔（窪川小５年）

笹岡　侑真（七里小６年生）

横田　和希（興津小６年生）
辻本未来斗（興津小５年生）
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熊井　康（徳島市）　

三島康生（高知市）

町田知宏（東京都）　
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　６月３日、興津小室堤防で四万十町内の小学生１７名
とその保護者１１名が参加し、釣り大会を開催しました。
　昨年の釣り大会は、季節外れの台風により中止となっ
てしまったため、待ちわびていた人もいました。そこで
今年は６月開催としたところ、天候にも恵まれ、波もな
い状態で開催することができました。
　子どもたちは、思いおもいの釣り道具で釣りを開始し
たところ、サバやアジ、ワカナの群れがいて、歓声が
起きるほどの釣果となりました。その他の魚種としては、鯛の稚魚やガシラも釣れました。「また、来年もするが ？」と聞く
児童もいて楽しさが伝わってきました。大物賞は、次の通りです。

　５月20日、県農業担い手育成センター周辺でＪＡ四万十主催、町共催の農業体験イベントが行われました。町外から約
３０名の方が参加され、サツマイモや生姜、仁井田米の植え付け、ジャム作り体験が行われました。昼食はＪＡ四万十女
性部によるバイキングが催され、大変好評でした。
　次回は７月２２日に今回植えた仁井田米などの生育調査のほか、四万十川での川遊びを行います。

平成３０年度 第１回 四万十うまいもん体験団が開催されました

奥四万十トレイルレース　2018　in　松葉川

第６回　　

「釣り大会」第１回育成事業

　６月１０日、高知大学の留学生や学生、
住民ら１８０人が参加し、米奥小学校体育館
で運動会が行われました。
　９日のネパールのスープ・韓国の餃子・
スウェーデンのサンドウィッチケーキや日本の
田舎寿司を教える世界の料理教室、夏祭り、
ホームステイに続く国際交流イベントの一環
で、４か国８人の留学生や学生約５０人と地
域住民と親睦を深めました。当日はあいにく
の雨でしたが、地区別に３チーム（赤・青・黄）に分かれ、地区外からの参加もあり、留学生二人の選手宣誓と準備体操の後、
９競技で汗を流しました。
　紙風船たたき合戦や紐取、防災訓練にもなる「運べ！ 要救助者」の競技のほか、地区民運動会でも恒例となった「あ
の鐘をならすのはあなた」「はちきん魂」などユーモアあふれた競技もあり、笑い声が体育館いっぱいに響きました。
　例年通り、四万十町内の人気店による屋台出店もあり、留学生や学生も「四万十町の食」を味わえた国際交流イベン
トとなりました。
　地区外からの参加も無料で大歓迎だそうですので、皆さんぜひ、来年の第７回にも足を運んでみてください。 ■男子 ■女子

■大物賞

国際交流地区民運動会
in 松葉川

　5月13日、「奥四万十トレイルレース2018in 松葉川」を開催しました。
　国内外の大会で活躍するプロトレイルランナーの奥宮俊祐氏が大会プロデューサーを務
める大会で、一般の部（35km）351名、親子ペアの部・キッズの部（2.6km）65名が
松葉川温泉周辺の山 を々駆け巡りました。
　前日には四万十町役場東庁舎で前夜祭を開催し、よさこい鳴子踊りの披露や郷土料理
などで楽しんでいただきました。また、当日23km地点の城ハナ公園エイドでは地域の皆さ
ん手作りのおにぎりなどが振る舞われ、選手たちをサポートしました。
　実行委員会では来年以降もより充実したイベントになるよう育て、松葉川温泉を起点としたエ
リアの観光振興や町内のスポーツ振興に役立てられるよう、活用していきたいと思っています。
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